






















第１号様式 

技 術 提 案 書 

  年  月  日 

（あて先）川崎市上下水道事業管理者 

業者コード（       ） 

住   所 

商号又は名称 

代表者職氏名           印 

次の件について、技術提案書を提出します。 

件名：川崎市水道１００年史編さん等業務委託 

連絡担当者 

所 属 

氏 名 

電 話 

ＦＡＸ 

E-mail 



第２号様式 

プロポーザル関係書類提出要請書 

  年  月  日 

商号又は名称 

代表者職氏名 様 

川崎市上下水道事業管理者  

次の件について、プロポーザル関係書類を提出していただきたく通知します。 

１ 件名：川崎市水道１００年史編さん等業務委託 

２ 提出書類 

 (１) 技術提案書 

(２) その他必要な書類 

※ 「川崎市水道１００年史編さん等業務委託に係る公募型プロポーザル方式

による受託者公募要項」「８ 技術提案関係書類の提出」のとおり 

委託担当課 

電 話 

ＦＡＸ 

E-mail 



第３号様式 

プロポーザル参加意向申出書 

  年  月  日 

（あて先）川崎市上下水道事業管理者 

業者コード（        ） 

住   所 

商号又は名称 

代表者職氏名          印 

     年  月  日付けで公告された次の件について、プロポーザルに参加

を申し込みます。 

件名：川崎市水道１００年史編さん等業務委託 

連絡担当者 

所 属 

氏 名 

電 話 

ＦＡＸ 

E-mail 



第４号様式 

参加資格確認結果通知書 

  年  月  日 

商号又は名称 

代表者職氏名 様 

川崎市上下水道事業管理者  

  年  月  日付けで公告した次の件について、参加資格確認結果を通

知します。 

１ 件名：川崎市水道１００年史編さん等業務委託 

２ 参加資格の有無 

 (１) 資格を有することを認めます。 

 (２) 次により、資格を有することが認められません。 

理由： 

委託担当課 

電 話 

ＦＡＸ 

E-mail 



第７号様式 

参加資格喪失通知書 

  年  月  日 

商号又は名称 

代表者職氏名 様 

川崎市上下水道事業管理者  

  年  月  日付けで公告した次の件について、貴社は参加資格を喪失

したので通知します。 

１ 件名：川崎市水道１００年史編さん等業務委託 

２ 参加資格喪失の理由 

委託担当課 

電 話 

ＦＡＸ 

E-mail 



第８号様式 

結 果 通 知 書 

  年  月  日 

商号又は名称 

代表者職氏名 様 

川崎市上下水道事業管理者  

貴社から提出があった次の件の技術提案書等の内容について、審査結果を次のと

おり通知します。 

１ 件名：川崎市水道１００年史編さん等業務委託 

２ 結果 

 (１) 受託適格者として特定しました。 

契約等の手続につきましては、別途連絡します。 

 (２) 次の理由により受託適格者として特定しませんでした。 

理由： 

委託担当課 

電 話 

ＦＡＸ 

E-mail 



1 

提 案 者 の 概 要

事業者名

（フリガナ）

所 在 地

〒

代 表 者
（フリガナ）

役職名：           氏名：

連絡担当者

所属：

（フリガナ）

氏名：

ＴＥＬ：

E-mail：
設立年月日 明治・大正・昭和・平成     年    月

資本金及び

従業員数

企業理念

主要事業概要

様式第９号
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   同 種 業 務 実 績 調 書

                                   №

区分 発注者 書籍名 契約期間
総頁数

（執筆作業実績）
契約金額

（有・無）

（業務概要）

区分 発注者 書籍名 契約期間
総頁数

（執筆作業実績）
契約金額

（有・無）

（業務概要）

区分 発注者 書籍名 契約期間
総頁数

（執筆作業実績）
契約金額

（有・無）

（業務概要）

様式第１０号

（裏面へ続く）
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区分 発注者 書籍名 契約期間
総頁数

（執筆作業実績）
契約金額

（有・無）

（業務概要）

区分 発注者 書籍名 契約期間
総頁数

（執筆作業実績）
契約金額

（有・無）

（業務概要）

※１ 本調書には、川崎市水道１００年史編さん等業務委託と最も類似する業務を記載

してください。

※２ 水道事業体における制作実績がある場合には、必ず記載してください。

※３ 実績は、平成２１年４月１日以降に業務が完了した、文章を中心とする４００頁

以上の年史、社史等（写真中心で構成された記念史を除く。）の元請人としての製

作実績（執筆作業及びリライトの実績、内容の正誤や適否の確認作業の実績を含む。）

を記載してください。

※４ 執筆作業実績の有無は、総頁数の１／２以上の実績がある場合は「有」とし、そ

れ未満の場合は「無」とします。

※５ 各々の実績が確認できる契約書等の書類の写しを必ず添付してください。

※６ 区分欄下に付番してください。

※７ 頁数が不足する場合は、本書を適宜、複製して続けてください。この場合、調書

右上の「№」に付番してください。



1 

業 務 実 施 体 制

１ 予定業務責任者

（フリガナ）

予定者名
所属・役職

実務経験年数

（平成３１年

４月現在）

平成２１年度以

降の業務実績

選定理由・

ＰＲポイント

年

月

件

（うち 400 頁以

上のもの）

件

（400 頁以上の

もののうち 500
頁以上のもの）

件

※１ 業務責任者は、局との連絡等の窓口役となり、併せて提案者における各担当者の

取りまとめを行う役割とします。

※２ 予定者名には、フリガナを付記してください。

※３ 経験年数及び業務実績は、業務責任者としての経験を記入してください。

※４ 選定理由・ＰＲポイントには、予定業務責任者を選定した理由、当該人のＰＲポ

イント、文章を中心として社史等の元請けとしての制作実績などを記入してくださ

い。

２ 各業務の体制について

業務名 業   務   体   制

レイアウト総

括、原稿確認

など全体調整

様式第１１号
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各原稿の執筆

※１ 業務内容は、「川崎市水道１００年史編さん等業務委託仕様書」を参照してくだ

さい。

※２ 「業務体制」欄には、業務遂行体制（当該業務に従事する予定者の氏名、それぞ

れの予定者の実績経験年数（平成３１年４月現在）等）のほか、この業務体制を提

案した理由などについて記述してください。なお、経験年数は、当該業務に携わっ

た年数を記入してください。

※３ 再委託する場合は、相手方とその理由を記入してください。



2 

※１ 業務内容は、「川崎市水道１００年史編さん等業務委託仕様書」を参照してくだ

さい。

※２ 「業務体制」欄には、業務遂行体制（当該業務に従事する予定者の氏名、それぞ

れの予定者の実績経験年数（平成３１年４月現在）等）のほか、この業務体制を提

案した理由などについて記述してください。なお、経験年数は、当該業務に携わっ

た年数を記入してください。

※３ 再委託する場合は、相手方とその理由を記入してください。



1 

目 次 構 成 の 考 え 方

 既刊「川崎市水道史」（昭和４１年３月発刊）、「川崎市水道６５年史」（昭和６２年４

月発刊）、「川崎市水道８０年史」（平成１５年３月発刊）をリライトすることを想定し

て作成した目次の考え方を示してください。

様式第１２号



1 

業 務 の 進 め 方

１ 本委託業務を遂行するに当たっての基本的な考え方、手法、コンセプト、アイデア、

自社の強み等のアピールポイント、その他社史等の編さんの経験と知見を踏まえて、

よりよい水道史となるための有効策などを記述してください。

様式第１３号
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２ 作業工程について、次の点について説明してください。

(1)  提案者の想定するスケジュールを作成し、説明してください（スケジュール作成
においては、可能な限り工程に余裕を持たせてください。）。

 なお、業務開始を平成３１年８月、発刊を平成３３年９月として作成してくださ

い。また、スケジュール表はＡ３判横（片面１頁）とし、形式は自由といたします。

(2)  上記（１）のスケジュールについて、それぞれの作業期間の設定の考え方を記述
してください。また、併せて具体的な作業の進め方について記述してください。



3 

３ 「川崎市水道１００年史編さん等業務委託仕様書」に記載されている業務内容につ

いて、同書にない新たな業務を提案者が提案・実施することにより、１００年史の質

の向上などが可能になるものなどがあれば記述してください。

４ 本業務に関する書類・データ等の管理体制及び方法について記述してください。



1 

見   積   書

                               年  月  日

（宛先）川崎市上下水道事業管理者

                 住    所

                 商号又は名称

                 代 表 者 名             印

１ 件 名  川崎市水道１００年史編さん等業務委託

２ 金 額（税抜額）

￥
百万 千 円

 川崎市水道１００年史編さん等業務委託に係る公募型プロポーザル方式による受託

者公募要項、同委託に関する仕様書等を考慮の上、お見積りいたします。

 ※１ 金額は、１つの枠に１字ずつアラビア数字で記入してください。なお、訂正し

たものは無効とします。

 ※２ 本見積書には、「川崎市水道１００年史編さん等業務委託仕様書」の内容とし

て①年史本体制作②概要版制作③電子ブック制作④印刷製本費⑤その他諸経費

等の項目により内訳を作成し、添付してください。

様式第１４号



1 

要 約 作 業

 この作業は、要約、校閲、レイアウトなど編集に係る技量や創意工夫などを評価する

ためのものです。

１ 「川崎市水道史」（昭和４１年３月２５日発行）７１頁から１０３頁まで（「キ通水」

まで）の文章（別紙）を次の点に注意して要約してください。

(1)  紙面の体裁は、Ａ４判縦置き横書き左綴じ、ＭＳ明朝、１０．５ポイント、横４
４文字縦３３行、１頁当たりの文字数は１４５２文字以内とし、片面６枚以内（両

面印刷で３枚以内）で作成してください。

(2)  タイトル名は、その要約内容が分かるようなものを提案者で付与してください。
(3)  要約した文章には、提案者の判断により写真・図・表など（新たに作成するもの
を含む。）を配置してください。

(4)  表記に当たっては、常用漢字表（平成２２年１１月３０日内閣告示第２号）に掲
載のある漢字を使用するものとします。ただし、要約対象の文章における引用部分

を掲載する場合には、この限りではありません。

２ 要約したものについて次の点を踏まえた上で、要約の考え方を裏面に記述してくだ

さい。

(1)  要約のポイント
(2)  レイアウトの特徴
(3)  記述に間違いがないかなどの確認方法
(4)  創意工夫をした点

様式第１５号
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（要約の考え方）
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貸 与 品 借 用 書

                              年  月  日

（宛先）川崎市上下水道事業管理者

                 住    所

                 商号又は名称

                 代 表 者 名             印

                 担当者連絡先 （   ）   －

 川崎市上下水道局所有の資料等について、下記のとおり借用します。

業 務 名 川崎市水道１００年史編さん等業務委託

使用目的 上記公募型プロポーザル方式による受託者公募資料作成のため

使用期間
年  月  日から

年  月  日まで

借用資料

 本件借用に当たり、次の点について遵守いたします。

(1)  借用品の取り扱いについては十分に注意を払い、破損・毀損・汚損のないよう
に注意いたします。万が一、破損・毀損・汚損が発生した場合は、当方で責任を

持って修復いたします。

(2)  受け取り、返却については、局の指示に従います。
(3)  問題が発生した際には速やかに局へ連絡し、問題の解決に努めます。
(4)  借用した資料等は、本業務委託に係る企画提案のみに使用し、それ以外に使用
しません。

(5)  借用した資料等は、局の承諾なく無断で複製することはしません。

様式第１６号
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質 問 及 び 回 答 書

件 名：川崎市水道１００年史編さん等業務委託

                                   №

本公募要項・技

術提案書の該当

箇所

質 問 事 項 回     答

      頁

      頁

      頁

※１ 本公募要項に関する質問は、平成３１年４月２３日（火）から平成３１年５月１

０日（金）まで、技術提案書作成に関する質問は、平成３１年５月２４日（金）か

ら平成３１年６月７日（金）までの間に電子メールにより送信してください。なお、

質問回数は各２回までとします。

※２ 質問項目の欄が足りない場合は、本書を追加して使用してください。なお、この

場合、本書の右上部分の「№」に付番してください。

様式第１７号
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そ の 他 の 提 案

その他、本件委託業務に関して、提案がある場合は、こちらに記述してください。

様式第１８号



受託者公募要項６（１）任意様式見本

配置予定従事者について

川崎市水道１００年史編さん等業務委託を遂行するに当たって、類似業務の経験、実

績を有する従事者の配置が可能であることを次のとおり疎明します。

１ 類似業務の経験、実績を有する配置可能な従事者

（フリガナ）

予定者名
所属・役職

実務経験年数（平

成３１年４月現

在）

従事した業務内容

年  月

年  月

年  月

年  月

  年  月  日

申請者                 

住所                 

氏名                印

川崎市上下水道事業管理者 様



№１

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

水道事業体における
実績件数 5

水道事業体の
実績がある

― ― ―
水道事業体の
実績がない

=

４００頁以上の社史等
制作の実績件数 10 ７件以上 ５件～６件 ３件～４件 ２件 １件 =

執筆作業の実績件数 10 ８件以上 ６件～７件 ４件～５件 ３件 ２件以下 =

経験年数や実績件数
が十分か 10

Ｃに加えて、500頁以上
の製作実績がある

Ｃに加えて、400頁以上
の製作実績がある

経験年数が５年以上
かつ

実績件数が５件以上

経験年数が５年未満
又は

実績件数が５件未満

経験年数が４年未満
又は

実績件数が３件未満
=

選定理由・アピールポイント
に評価すべきものがあるか 10 優れている 普通 不十分である =

レイアウト総括、原
稿確認など全体調
整

10 優れている 普通 不十分である =

原稿の執筆 10 優れている 普通 不十分である =

見
積

金
額

提示された見積金額の水準
は妥当か 15 非常に優れている 優れている 普通 やや不十分である 不十分である =

実績、経験年数、人数等を
総合的に見て、円滑に業務
を遂行するために必要な体
制となっているか

提　案　書　評　価　基　準

本プロポーザルは、次の方法により評価します。
１　各評価項目については、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階評価またはＡ、Ｃ、Ｅの３段階評価で行います。（制作実績の項目・水道事業体における実績件数は２段階評価）
２　各評価項目の評価点については、配点に対してＡは１倍、Ｂは０．７５倍、Ｃは０．５倍、Ｄは０．２５倍、Ｅは０倍を算出します。
　　（例：評価点１０点の項目について、Ｂ評価であれば１０×０．７５=７．５点）

評価項目 評価の着眼点 配点
評　　　　　　　　　　　　価

評価点

見積金額の妥当性

同
種
業
務
実
績

制作実績

業
務
実
施
体
制

業務責任者

各業務
の体制



№２

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

本業務を理解した上で、基
本的な考え方は的確か 10 非常に優れている 優れている 普通 やや不十分である 不十分である =

実現性のあるものか 10 非常に優れている 優れている 普通 やや不十分である 不十分である =

100年史の質の向上につな
がるものか 10 優れている 普通

不十分である
又は提案がない

=

管理体制が適正か 5 優れている 普通 不十分である =

目
次
案

目次案の構成は、100年史
の目次として的確か 10 非常に優れている 優れている 普通 やや不十分である 不十分である =

的確に要約されているか 15 非常に優れている 優れている 普通 やや不十分である 不十分である =

創意工夫、アピールできる点
は見られるか 10 非常に優れている 優れている 普通 やや不十分である 不十分である =

執
筆

水道事業への知見はある
か、文体の構成力はどうか 15 非常に優れている 優れている 普通 やや不十分である 不十分である =

業
務
の
進
め
方

基本的な考え方

作業工程

書類・データ等の管理体制

提　案　書　評　価　基　準

評価項目 評価の着眼点 配点
評　　　　　　　　　　　　価

評価点

本プロポーザルは、次の方法により評価します。
１　各評価項目については、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階評価またはＡ、Ｃ、Ｅの３段階評価で行います。（制作実績の項目・水道事業体における実績件数は２段階評価）
２　各評価項目の評価点については、配点に対してＡは１倍、Ｂは０．７５倍、Ｃは０．５倍、Ｄは０．２５倍、Ｅは０倍を算出します。
　　（例：評価点１０点の項目について、Ｂ評価であれば１０×０．７５=７．５点）

業務説明資料にない新た
な業務

目次案の構成

テーマ論文

要
約
作
業

要約の適正

創意工夫



№３

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

概
要
版

概要版として分かりやすい
構成か、図等の配置は適切
か

10 非常に優れている 優れている 普通 やや不十分である 不十分である =

取組意欲はあるか 10 非常に優れている 優れている 普通 やや不十分である 不十分である =

理解度は認められるか 5 優れている 普通 不十分である =

計

取組意欲

理解度

（自由記入欄）

概要版の構成案

ヒ
ア
リ
ン
グ

提　案　書　評　価　基　準

評価項目 評価の着眼点 配点
評　　　　　　　　　　　　価

評価点

本プロポーザルは、次の方法により評価します。
１　各評価項目については、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階評価またはＡ、Ｃ、Ｅの３段階評価で行います。（制作実績の項目・水道事業体における実績件数は２段階評価）
２　各評価項目の評価点については、配点に対してＡは１倍、Ｂは０．７５倍、Ｃは０．５倍、Ｄは０．２５倍、Ｅは０倍を算出します。
　　（例：評価点１０点の項目について、Ｂ評価であれば１０×０．７５=７．５点）


